
こんにちは、咲くやこの花法律事務所の弁護士 西川暢春です。

雇用契約書（正社員用）の雛形のダウンロードありがとうございます！
※お願い：最初に必ず以下の注意事項をお読み下さい。

【契約書ひな形をご利用いただくにあたっての注意事項】
１　安易にそのまま利用するのは危険です！
ひな形は御社の実際の労働条件や賃金手当の項目などにあわせて、修正して使用する必要があります。ひな形をそのまま使ったが、実際の労働条件とあっていなかった場合、トラブル発生の原因となりますので、ご注意ください。
２　就業規則との整合性の確認が必要です。
記事中に記載した注意事項のほか、就業規則や賃金規程がある場合は、必ずそれらの規程と整合性のとれた内容にする必要があります。
３　固定残業代を設定する場合は注意
固定残業代については設定に注意点が多く、企業側が敗訴した事例も多数にのぼっています。必ずhttps://kigyobengo.com/media/useful/247.htmlを参照してください。
４　必ず弁護士によるリーガルチェックを！
雇用契約書をきっちりと、実際の労働条件を反映したものに仕上げることは企業の労務管理の基本です。できあがった雇用契約書は必ず弁護士のリーガルチェックを受けておいて下さい。咲くやこの花法律事務所でもリーガルチェックのご相談を承っております。


雇用契約書（正社員用）
株式会社●●●（以下「甲」という）と、●●●（以下「乙」という）とは、以下のとおり雇用契約を締結する。

第１条（目的）

甲は、乙を本契約にもとづく労働条件で雇用し、乙は、甲の指揮に従い、誠実に勤務することを約した。

第２条（雇用期間）

１．　平成●年●月●日から平成●年●月●日までの３か月間を試用期間とする。

２．　試用期間が経過したときは、その翌日付をもって、正社員として採用する。

３．　試用期間中の健康、勤務成績、能力等を評価して、社員として適当でないと認めたときは、乙を正社員として本採用しないことがある。
４．　定年は満６０歳とし、６０歳に達する月の末日をもって退職とする。但し、乙が引き続き勤務をすることを希望する場合は、６５歳に達する月の末日まで再雇用する。この場合は、賃金、雇用期間、その他の労働条件について甲乙の協議により定める。
第３条（就業場所）

●●●（株式会社●●●本社）

ただし、甲は大阪、名古屋、その他現在の本支店所在地に限らず新設支店への転勤を命じることがあり、乙はこれに従わなければならない。

第４条（従事する業務）

従事する業務は●●●とする。
　　ただし、甲は、事務系職種、労務職種を問わず、業務上必要がある場合に、乙をあらゆる業務に配置換することがあり、乙はこれを拒むことはできない。

　　また、甲は乙に出向を命じることができ、乙はこれを拒むことはできない。

第５条（就業時間および休憩時間）

始業　9時00分

終業　18時00分

休憩　12時00分から13時00分まで

ただし、甲は必要があるときに、乙に対して所定時間外労働を命じることができる。

第６条（休日および休暇）

乙の休日は次のとおりとする。ただし、業務上の都合により、甲は乙の休日に乙を臨時就業させ、または休日を他の日に振り替えることができる。
　　①毎週土曜日、日曜日

②年末年始

③国民の祝日

２　休暇については当社就業規則に定めるところによる。

第７条（賃金）

１　甲は乙に毎月、基本給●●万円および就業規則に定める通勤手当のほか残業代及び時間外割増賃金の支払いに充てるものとして定額の固定残業手当●万円を支給する。ただし、試用期間中の基本給は毎月●●万円とする。
　２　甲は乙の１か月の残業代及び時間外割増賃金の総額が固定残業手当の額を超えた場合に限り、超過額を別に支給する。その他、労働基準法に基づき、深夜割増賃金、休日割増賃金を支給する。
　３　固定残業手当は、乙の残業の量に応じて見直すことがある。
　４　甲は毎年●月に乙の成績および甲の業績を考慮して、昇給あるいは降給を行うことがある。

第８条（賃金の支給日）

毎月●●日締めの●●日支払いとする。

第９条（退職および解雇に関する事項）

退職および解雇に関する事項、手続きについては、当社就業規則に定めるところによる。

本契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成●年●月●日


　　　　　　　　甲（住　所）　●●●


　　　　　（名　称）　株式会社●●●



　　　　　　　代表取締役　●●●　　　　　　　印

　　　　　　　　乙（住　所）　●●●
　　　　　　　　　　　　　（氏　名）　●●●●　　　　　　　　　　　　印

